Contemporary Japan studies as cross-cultural training by 出原 節子
異文化 トレーニングとしての 「日本事情」教育
出原節子
要 旨
「日本事情」教育は,昭和37年の文部省令によって認知された留学生のための特設科日であり,4年制大学の留
学生対象の設置科日として認可されている。
歴史的に,「日本事情」教育は日本語語学教育と深くむすびつき, 日本語教員や日本研究の専門教員を中心に,
担当者がそれぞれの裁量で 「日本事情」教育をおこなってきた経緯があり,そこには異文化との接触を目的とした
教育という視点が欠けていた。
富山大学留学生センター日本語研修コースでは,「日本事情」のクラスを"異文化 トレーニング"の場として位置
付け,1999年10月から留学生と日本人学生の合同授業を実施。そこでの交流を通して,『異文化コミュニケーショ
ン能力を養う』こと,F異文化リテラシーを獲得する』ことを目標としている。
本稿では,授業の実践報告をするとともに,今後の 「日本事情」教育の行 く道を探る。
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1 はじめに
「日本事情」の教育内容は,省令では,一般日本事情, 日本の歴史 0文化 ・政治 ・経済 ・自然 ・科学
技術といったものとなっている。授業科目の内容は, 日本人学生に対する‐般教養科目の趣旨と同様の
教育的意図を実現できるように留意するとともに,学生の専攻分野に応じた基礎知識をもちあわせて学
習し得るよう配慮することが望ましいと規定されており, こからは知識教授型の授業形態が窺える。
田中 (1991)は,「異文化における外国人は,未知の行動を習得するために,試行錯誤と時間を費や
し,その過程で不快な思いをしたり,不利益をこうむったりするが,(ソー シャル ・)スキルの習得は
これを軽微にするという点で,精神衛生上の効用も考えられる」と言い,手塚 (1991)は,「多くの種
類のサポート・ネットワークをもっている学生ほど,さまざまの課題をうまくこなしているようにみえ
る」と言う。さらに,長谷川 (1999)は,「『日本事情』教育は,『学習者の異文化対処行動能力の育成』
という大枠から再度捉え直す時期にあるのではないかと思う」と述べている。
これらの視点をス、まえ,富山大学留学生センター (以下,本センターとする。)では留学生に対する
一方的な知識の提供ではなく,留学生が感じている文化的な差異による戸惑いや当面する,或いは当面
している問題や困難を緩和し,減少させるのに役立つスキル獲得の手助けとなる 「日本事情」教育を目
指している。
2 合同授業をおこなう目的と意義
2日1 語学能力強化
日本語研修コース (以下,研修コースとする。)の学生は,月曜日から金曜日までの1時限から4時限
(9:00～16:30)までを留学生センターで過ごしている。その上,研修コースに在籍中の6か月間は国
際交流会館に居住しており, 日本人と接触することがほとんどない。そこで, 日本人と接する機会と習っ
た日本語を実際に使う場を提供し,加えて, 日本人学生による 「語学支援」の態勢をつくることで語学
能力の強化をはかる。
日本人学生にとっては留学生と日本語で交流することで,普段何気なく使っている"母語"について考
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えてみる機会になる。
2.2 留学生支援
言葉も文化も分からない異国で何か問題が生じた時, 自分ひとりで対処 0解決しなければならないと
したら,心理的に非常に負担である。このような時,気軽に援助を得られる人が身近にいれば,その負
担はかなり軽減されるが,留学生は困難に直面したり問題が発生した時, 日常的に何のかかわりもない
日本人に救いを求めることはしない。
横田 (1999)は,「日本での人間関係やソーシャル ・サポート(社会的支援)のネツトワークをもっ
ていない留学生 (外国人)にとっては,『交流』の機会を持つことが 『支援』の機会を得る土台なので
ある」と述べている。
また,坪井 (1999)は,「留学生支援という視点から見ると, 日本人学生は留学生の日常生活のなか
で最も身近な支援の要員になるべき存在である」と言う。
国立大学においては昭和47年度より外国人留学生チューター制度が実施されているが,留学生センター
にはチューター予算がないため,研修コースの学生にはチューターをつけることができない。そこで,
日本人学生に"国際交流学生ボランティア"として授業に参加してもらい,留学生活支援態勢を整える。
2.3 異文化理解
異なる文化の中で経験するコミュニケーション上のつまずきは,言葉によるものだけに限らない。ま
た,外国語を身につけるためにはその言葉の言語的側面を習得するだけでは十分とは言えず,文化的側
面も合わせて学習する必要があるので,交流を通して日本人学生の行動様式や考え方,価値観などを学
ぶ。同時に, 日本人にとっても異なる文化における行動様式や考え方,価値観などを学ぶ場になる。
さらに,出身地域や年齢,学部の異なる人々と交流することにより,「異文化」は国と国の間にのみ
存在するのではないこと,つまり性別,年齢 ・年代,職業,宗教などにより様々な 「異文化」が存在し
ていることに気付く。
2.4 自文化理解
異文化を理解し,尊重するには,「自文化の相対化」が不可欠である。様々な文化と触れあうことで,
自文化を"多くの文化の中の一つ"として認識し,自文化を絶対視することを避けなければならない。
相手文化を理解するためには,まず自国の文化を知る必要がある。多種多様の文化に属する人々と接
し,その経験から自国の言語や文化に対する関心を高める。そして, 自文化を知り,理解し,誇りと敬
愛の念をもつ。それを基盤にして他国の文化を知り,理解し;尊重する。お互いの尊重なくして,望ま
しいコミュニケーションは成立しないことを学ぶ。
2.5 異文化交流活動の拠点
2001年5月現在の日本における留学生数は過去最高の78,812人となっている。これに日本語学校など
の就学生を加えると,『留学生受入れ10万人計画』は既に達成されているのでは, という声もある。
富山大学でも,全学生数に占める留学生のパーセンテージは低い (約3.7%)が,2000年10月に204人
であった留学生数が2001年1月には260人を超え,かなりの増加である。
近年,・日本に住む文化背景の異なる人々は確実に増加し,「内なる国際化」という言葉も一般的にな
り,社会は多文化共生の時代を迎えている。だが, 日本の社会が国際的に多様性を受け入れられる社会
になったとは思えないし,文化の異なる人々と友好的にお互いを理解し合えているようにも見受けられ
ない。
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富山大学を例にとってみても,大学コミュニティーにおいて日本人学生と留学生が日常的に積極的か
つ活発な交流をおこなっているかといえば,「否」である。留学生と日本人学生の交流どころか,学部 0
学年の異なる日本人学生同士の交流すらおこなわれていないのが現状である。
このような状況を鑑み,本センターの 「日本事情」を留学生と日本人学生が交流するための一つの
"きっかけ"とし,「日本事情」クラスを"核"にして留学生と日本人学生,留学生同士, 日本人学生同士の
交流へと拡大させ,異文化との共存 ・共生に向けた一歩とする。
3 「日本事情」授業の実践
3.1 受講留学生
受講留学生数を表1に示す。
表 1
大使館推薦
国費留学生 学内募集留学
生
日韓共同理工
系学部留学生
男 女 男 女 男 女 合計
1期(99/10～0 /03) 3 5
2期  (00/04-00/09)5 6
3期(00/10～01/03) 2 1 5 (3) 9
4月 (01/04-01/09)2 2 (1)3 (3) 8
5期(01/10～02/03) 0 0 4 (4)3 9
*( )は,私費学生数
3期から学内より研修コースヘの受講生を募集している。受講希望者は指導教官の推薦を得た上で,
受講申込書を所属学部長経由で留学生センター長宛に提出し,同センター長に認められた場合は,研修
コースヘの参加ができる。
5期からは 「日韓共同理工系学部留学生事業」による韓国人学部予備教育生が受講している。
3.2 受講日本人学生
4月と10月の年2回,『国際交流学生ボランティア』(以下,学生ボランティアとする。)として授業に
参加する日本人学生を学内から募集している。
表2は,1期から5期までの授業に登録した日本人学生についてまとめたものである。
表 2
学部 学年 性別
経済 人文 教育 理学 工学 3 4 男 女 合計
1期/99秋 3 (2) 3 6 6 (4)2 (1) 4 7 8 4 16 20
2期/00春 3 3 0 0 2 2 3 4
3期/00秋 4 (1)6 2 0 0 3 7 12
4期/01春 4 (2)2 (2)3 (3)0 5 4 0 4 6 10
5期/01秋 5 0 0 3 7 8
*( )は,引き続き授業に再参加した学生数
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毎期,新 しく登録した学生と再参加の学生で15人前後になり,授業には,期によって異なるが,6～
13人が出席している。学生ボランティアにとっては,単位の付与もなく出席の義務もない授業であるが,
都合のつく限り参加している。
1期には工学部から2人の参加があったが,2期以降の登録がないのは,工学部はキャンパスが本セン
ターや他の4学部があるキャンパスから少し離れている上,実験が多く,実験が長引いたりすると参加
が難しいという事情が考えられる。事実,1期・2期に参加した学生から 「毎回参加したいが,実験など
が忙しく,難しい」との声があった。
3.3 授業開始時期
「日本事情」の授業は日本語の授業より1週間から10日程度遅れてスター トする。これは,初級クラ
スの学生が最低でも使用教科書である 『みんなの日本語 I』の5・6課が終わっていることが望ましいと
考えたからである。幸い1日1課の進度なので,動詞の導入後に 「日本事情」をスター トすることがで
きる。動詞が導入されていると, 日本語での説明や指示が容易となる。
授業は水曜日の4時限 (15:00～16:30)に固定している。
3.4 授業の内容
1期から5期までにおこなった授業の内容をテーマ別に以下に記す。
授業では,異文化への対処方法を身に付け,実践力を養うために, どのテーマもゲーム的な要素を多
く取り入れている。そして,一緒に行動したり何かを作り上げることで 「一体感」をもたせるために共
同作業を中心に授業を進めている。
a)文字や言葉に関すること
日本語能力強化を目的におこなう。
・ 人探しゲーム (Q&A)
。かるた (「絵カー ド」と 「文字」のマッチング)～ 「かるた」は学生ボランティアが作成
0 しりとり
・伝言ゲーム
・全ての 「ひらがな」を使って言葉を作るゲーム
・言葉による伝達を見直すためのゲーム
;2人でペアーになり,背中合わせで一方が言葉で指示を出し,それに従ってもう一方が絵を描 く
ことで,情報の全てが言葉で伝えられないことに気付くことを目的としている。
・多種多様な言葉の存在を知るために,留学生の国の言葉 (挨拶など)を習う
b)非言語伝達に関すること
自分が伝えたいことを相手に正確に伝えるためには,言語による伝達だけではなく,言葉を使わない
伝達があることを学ぶことも必要である。そこで,以下のようなゲームを通して非言語的伝達について
学ぶ。
・ジェスチャーゲーム
・絵で情報を伝える
。シグナル,サイン
―-23-―
c)文化や価値観に関すること
異文化や自文化への認識を高める。
・ディスカッション
… 「マナー」について
… 「わたしの国の一番大切な日」
… 「新年」の迎え方
… 「贈り物」について
…タプー,迷信について
… 「日本人気質」―ステレオタイプー
・連想ゲーム
;文化背景が異なると,ある言葉から連想する物や事柄が異なることを学ぶ。
・「色」について
;学生達に風景画を描かせる。その時,『山』を必ず描 くように指示する。すると, 日本人は山を
`緑色'で描き,ほとんどの留学生は `茶色'で描 く。時には 「私の国 (モル ドヴァ)に山はあり
ません。丘がある」ということもある。普段見慣れているもの,当たり前と思っているものが当た
り前でないことに気付かせる。
・諺,謎謎
;諺や謎謎も文化を反映している。例えば, 日本では 「赤い顔をして,赤い服を着て街角に立って
いるもの,なんだ」と聞くと 「ポスト」という答が返ってくる。 しかし,世界にはポス トが赤 くな
い国 (アメリカ :青,フランス :黄色,中国 :緑)が数多く存在している。諺や謎謎を通して,様々
な文化を知る。
d)その他
・折り紙
0日本の歌,留学生の国の歌
0留学生の発表 (「国の食べ物 ・特産物」「遊び」などについて)
0日本人の発表 (「出身地」「日本の遊び」などについて)
・日本の昔話 (紙芝居 「桃太郎」)
3.5 授業の進め方
第1回目の授業ではお互いが知り合いになるために,必ず 『名刺交換』をする。一例として,その進
め方を紹介する。
①まず,各自がB5紙半分のサイズで 「名刺」を数枚作り, 日本人学生は留学生と,留学生は日本人学
生と交換する。
②次に,相手からもらった名刺の余白部分に相手の情報を3つ以上書く。情報のやり取りは日本語を基
本とする。この時点では,初級の学生はまだ506課あたりまでしか習っていないが,年齢や家族構成
についての単純な質問をはじめ,既習動詞を使った質問をすることができる。
③名刺交換が終わったら,交換した相手に関する情報を皆に紹介する。
学生達は授業時間が過ぎても帰る気配もなく,英語や漢字の筆談などを交えながら延々と 『名刺交換』
を続け,終わった頃にはすっかり打ち解けており,非常に効果的である。
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4結 果
授業は毎回時間通りに終わることがなく, 日本人学生と留学生,或いは日本人学生同士が教室に残っ
て交流を続けていた。
放課後には 『日本語勉強会』や 『語学eichange』をしたり,一緒に遊びに出かけたり,誰かの部屋
に集まって食事会やパーティーをしたり,また休日にはドライブに行ったりして楽しんでいる。
本センターでは春と秋の年2回,『異文化交流パーティー』を,毎週木曜日 (12:30～13:30)には
センター教員も参加する留学生と日本人学生の 『おしゃべリタイム』を開いているが,研修コースの
「日本事情」クラスの学生達が中心になって参加し,交流の輪を広げている。
学生ボランティアは留学生の研修旅行に一緒に行ったり,フィールド・トリップの付添いとして参加
したり,学部新入留学生の時間割り作成の手伝いをしたり,と様々な本センターの活動に積極的に参加
している。
研修コースの 「コースエバリュエーション」の留学生コメント (資料 ・A)や日頭での感想によると,
合同 「日本事情」授業は異文化適応のために大変効果的かつ有意義だったことがうかがわれ,"異文化
トレーニングの場"としての役割を十分果たしていると思われる。また,学生ボランティアにおこなっ
たアンケー トのコメント (資料 ・B)からも,狙い通りの効果がみられたと判断できる。
ただ,3期の留学生コメントに 「日本人学生が外国人との交流にあまり興味がなさそう。友達がひと
りもできなかった」とあったことは,残念だ。3期の学生達も授業中は和気あいあいとした雰囲気で,
特に問題は見られず,また,放課後に 『日本語勉強会』をしたり,国際交流会館の留学生の部屋に集まっ
て頻繁に食事会やパーティーをしたりして楽しんでいると聞いていたのだが,その輸から外れた学生が
いたようだ。
なお, 日本人学生から屋外活動を望む意見 (資料 ・C)が多数あるので,フィールド・トリップヘの
参加を勧めている。
5 問題点
5.1
留学生の中に,学生ボランティアとの交流にあまり興味を示さない様子の学生がいた。個人の性格に
よるものかもしれないが,学生ボランティアに対して打ち解けた様子をみせることもなく,「仕方なく
参加している」という態度を示す学生が3期と4期で3人いた。(3人とも研究生)
日本人学生から 「留学生すべてとは言わないが, 日本人学生との交流を望んでいないように思える留
学生もいる」という声を聞くことがあるが, もし,留学生が日本人学生との交流にあまり興味がないと
したら,それは次の理由によるのではないかと推測する。
・富山大学では留学生の70%以上が私費留学生である。私費留学生の多くは生活のためにアルバイト
をせざるを得ない状況で,時間的にも精神的にもゆとりがない。
・学内で同国人のネットワークがうまく機能しており, 日本人の社会から距離をおいたところで生
活が成り立つ。学生達は同郷の絆で結ばれ,助け合って生きているので, 日常的に日本人学生の助
けを借りる必要がない。
・「異文化理解」とか 「異文化適応」の発想が乏しい。
・性格。(内気,恥ずかしがりや,引っ込み思案)
いずれにせよ,学部留学生同様に,研究生もアルバイトをしているようなので,学業との両立で気持
ちにゆとりがなかったのではないかと思う。或いは,研究生の当面の目標は大学院合格であり,そのた
めには 「日本語」は入試に必要だが,「交流」は不必要だと判断し,無駄な授業だと思ったのかも知れ
ない。
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5.2
学生ボランティアの参加者数が一定していなかった。1期では日本人学生から 「ボランティアの数が
多すぎた」,2期では留学生から 「日本人学生が少なかった」とのコメントがあったが,実際,期によっ
て,週によって日本人学生の数が増減し, クラスの運営に苦慮したこともあった。
6 おわりに
異なる文化との接触が多ければ, 自然に異文化が理解できて,仲良くやっていける能力が身に付くわ
けではない。むしろ反対に,接触の機会が増えれば,誤解や摩擦も多くなり,ス トレスやフラス トレー
ションの種になることもある。しかし,時代はますますグローバル化に向かい, 日本国内であっても外
国人との接触を避けて生活することは難しい。
異文化とどのように共存し,共栄していくのか。そのためには, どうすればよいのか。この合同 「日
本事情」の授業がその答の一つにならないだろうか。
異文化理解とは単に知識を増やすことではない。異文化と接触したり,対話するためには知識も必要
だが実践力が伴わなければ意味がない。異なる文化を持つ人々とよりよい関係を構築するためには,
「異文化」への対処方法を身に付けることが大事だ。
自分の文化を保持した上で新しい文化のルールを習得し,異文化の人々との付き合い方 (異文化コミュ
ニケーション・スキル)を身につけるために,今後もこのような授業がますます必要であるとの確信を
得ている。
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5)長谷川恒雄 (1999)「『日本事情』―その歴史的展開―」『21世紀の 「日本事情」創刊号』「21世紀の 『日本事情』」
編集委員会編pp.4-15
鯰)田 中京子 (1991)「在日留学生の文化的適応とソーシャル ・スキル」『異文化間教育5』異文化間教育学会pp。98-
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(a 坪井 健 (1999)「留学生と日本人学生の交流教育」『異文化間教育13』異文化間教育学会pp.60-74
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<資料>
A:「コースエパリュエーション」の留学生コメント
(1)たのしかった。
(aい経験になった。
(3)おもしろかった。
(4にの時間に友だちができた。
(0日本文化を知ることができた。
(6)日本人学生が少なかった。
(7)日本人学生が外国人との交流にあまり興味がなさそう。友達がひとりもできなかった。
(3にの活動はとてもいいとおもいます。私たちは日本人学生とともだちになりました。日本の文化もな
らいました。
(9)ほんとに楽しくて役にたった時間でした。この時間を通して友達も作ったし,若者の文化も習いまし
た。教室内だけでなく,いろいろな場所でいい経験になるようにしたらもっといいと思います。
00日本人学生との時間は日本の生活になれる時,いちばんいい時間だったと思いました。しかし,ちょっ
と時間が少なかったと思います。
llllはなすのがあったから,上手になったと思います。
l121とてもよいです。日本人友達できました。日本の文化についての授業もとてもよい。必要だと思いま
す。
00とてもおもしろかった。日本人学生とともだちになるためにいいきかいでした。日本のぶんかもなら
いました。
“0対話機会がもっとおおいほうがいいと思う。
l151有益な時間だったと思う。
傷0ちょっと時間が少なかったと思う。
0〕日本人学生ともっと話したい。
B:学生ポランティアに対するアンケー
・卜の回答 (抜粋)
質問 :「日本事情」の授業はどうでしたか。自分自身に変化がありましたか。
(1)留学生の視野の広さにおどろいた。自分の価値観が大きく変わったように思われる。外国に行った時
よりも,「外国」に触れることができたと思う。学内で外国を体験できたし世界の広さを考えることが
できるようになった。身の回りだけが中心であった生活に奥ゆきができた。未来のことについて考える
ことができるようになった。(理学部)
(2)異文化を持つ人達との交流はもちろんのこと,同じ日本人として大学にいる人達との交流ができたこ
とが自分にとって大変有意義なものでした。周囲との交流に消極的な方でしたが,こうした機会を与え
られ, 自分自身積極的な方向へ動いたと思います。日本人の学生には特に,経験がない,また機会がな
いというディスカッション形式の授業は自分自身を表現するための大変良い機会だったと思います。日々,
自分の考えや意見を明確にとらえ,また人に伝えるという事の重要さがわかりました。(経済学部)
(3)今までは留学生の存在と自分には,(同じ大学にいても)壁を1枚はさんだような存在でしたが,身近
な存在として感じるようになりました。日本人の友人が増えてよかった。(学年,学部に関係なく集まっ
ていた)(経済学部)
(4)普段なにげなく行動していることにも興味を持つようになった。日本のこと,私のことについてもう
一度考え直すことができた。異文化を持つ人々を理解するには, 自分の文化をもっと理解しなければな
らないと感 じた。(工学部)
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(5)自分の常識はあくまで日本だけの,私だけのものなのだと改めて感じた。テレビや雑誌で留学生の出
身国のニュースが扱われていると,以前よりも関心をもてるようになった。日本事情のクラスに参加で
きたことは,私にとって有意義な経験となりました。(理学部)
(6)私は留学生のみなさんを自分と照らしながら見ていました。自分が海外べ留学した時,現地の学生は
どんな気持ちで接するのだろう?と。私も含めて, この授業に参加していた日本人の学生は,何かとコ
ミュニケーションをとろう,楽しみたい, という気持ちで臨んでいたので,留学した時:私もこんな風
に1妾してもらえるのかな, と少し安心しました。あまりたくさんこの授業に参加することができなから
たのですが,私の顔を覚えてくれた留学生が汽車の中で声をかけてきてくれた時は, とてもうれしかっ
たです。(教育学部)
(7)他の様々な国の文化や,特に今まで気にしていなかった 「日本」についてよく考えるようになりまし
た。ただ単に色々な友達ができただけでなく,その人の文化や自分の今まで生きてきた環境 ・文化など,
よく考えるようになりました。友達がたくさんできました。日本人も留学生も。あと"文イピ'について,
日本についてとてもよく考えるようになりました。また,さまざまな国のあいさつ, ジェスチャーを学
ぶことができて大変楽しかったです。(理学部)
0)自分が日本人である事を自覚した。世界が広がった。(工学部)
(9)今まであまり自分の国である日本の事について考えることがなかったので,このクラスに参加して新
たな発見がたくさんあってシゲキを受けました。「言葉は文化である」ということがすごく良く分かっ
た授業だったと思います。(経済学部)
ID"日本文化"(言語 ・習慣など)について考え,勉強しようと考えるようになった。クラスで取り上げ
られたことの多くは,知らなかったことばかりで,いい刺激になりました。いろいろな国から来ている
留学生,学部も年齢も出身地も様々な日本人学生らと話し合いをすることができて,良かった。いろい
ろな人達と交流できて,本当に楽しい半年間でした。特に,留学生の皆さんとお互いの国について話し
合った時が印象に残っています。(教育学部)
llll自国の文化 ・習慣について再考し,他のボランティアの人々と共有する時間を持て,有意義であった。
(人文学部)
00自分たちで授業をつくるという受け身ではない姿勢を感じる
・
クラスでした。とてもリラックスした雰
囲気の中で進んでいったのがよかったですも短い間でしたが,私自身も様々な意見に触れ,成長するこ
とができました。後半は卒論準備等であまり時間がとれなかったのですが,楽しいクラスでした。日本
人ボランティアが多すぎたような気がします。(教育学部)
l131他言語などが学べて楽しかった。あまリアジア圏に興味がなかったが, もっといろいろ知りたくなっ
た。同じ大学にいながら交流がなかった留学生の人々と話すことができた。留学生の人々の国の言葉
(あいさつ等)を授業の初めに行っていたのがすごくよかったと思う。卒論の関係でなかなか参加でき
なかったことがすごく残念です。(教育学部)
00ずっと積極的な人間になりたいと思っていました。変わってしまいたいと思っていましたらですが,
自分が意見を持っていれば,必ずしも自分が !と前に無理して出ていかなくても, 自分は自分だと考え
られるようになったと思います。(教育学部)
10日本について改めて考えるようになった。今まで漠然と改めて考えたこともなかったことに気付き,
新鮮な発見があった。留学生の方を通して,海外に対する好奇心が満たされたことと日本に対する自分
の考えを考え直す良い機会になったことが良かった。(人文学部)
10自分は日本人であるのに, 日本のことについてどれだけ知らないことが多いかということを痛感した。
他国のことを知ることだけが異文化理解だと思うところがあったが, 自国のことをしっかり知った上で
お互いに教え会うことが大切なのだと思った。留学生と触れ合う機会がほとんどゼロに等しく (以前に
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オーストラリアからの留学生と友達になったが,自分の国のことをこんなに考えたり,話したりしなかっ
たので)これまで過ごしてきたが,何かを気付かせてくれるよい機会であった。ただ一つだけ残念だっ
たこと,反省したいことは;授業以外ではほとんど関わりをもてなかった, もたなかったことである。
私自身,気持ち的にも接したいと思っていたが,行動に移せなかったということである。(教育学部)
0つ外国の文化の話をきくことで, 日本文化に関心をもつようになった。自分の日本文化にたいする知識
のなさを痛感した。(経済学部)
00日本のことをあまりにも知らなかった自分が恥ずかしい。(経済学部)
19大変良い経験になりました。大変勉強になりました。また,これからますますいっそう勉強していき
たいという気持ちになりました。(理学部)
10いろんな国の会話 (ありがとう, ごめんなさいとか トイレはどこですかなど)を比べながら学べて良
かったです。(経済学部)
C:要望 0アイディア
(1にの授業で学んだことを外で発表することができたらいいと思う。
(2)広い教室がのぞましい。
(3)授業時間を土曜日の午前中ぐらいにして欲しかった。
“)料理をもちより,食文化交流をしたい。
(5)学外に出て文化について学ぶのも良いと思う。
(6)キャンプで野外炊飯などしたい。
(7)教室の中だけでなく,外に出ていろいろな事をすると楽しいと思います。お花見とか花火とか,あと
ピクニックや博物館,美術館,科学文化センター,植物園などに行くのも良いのではないでしょうか。
侶)料理などを作る機会が欲しかった。
(9)とても楽しかったので,週 1回でなく, もっと増やして欲しい。
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